
 

 

 

 

この度、名古屋大学大学院生命農学研究科の 青木 弾 講師と情報学研究科の 吉

田 久美 教授の研究グループは、アジサイのガク片に存在する青色錯体分子注 1)のイ

メージング注 2)に成功しました。 

アジサイを酸性土壌で育てると花（装飾花で実際はガク片）が青くなることは古く

からよく知られています。これは、酸性土壌で水に溶け出すアルミニウムイオンによ

ると考えられてきました。これまでの我々の研究により、アジサイの青色は、アント

シアニン単独で発色するのではなく、アントシアニンとアルミニウムイオンの錯体

形成、さらには助色素注 3)の共存も必要であることがわかりました。しかし、3 成分

の比率や青色分子の化学構造は不明でした。試験管内でこれらの 3 成分を混合する

とアジサイの青色が再現できます。これを分析することで、推定構造を導きました

が、アジサイの青色色素をそのまま取り出すことは難しく、この青色錯体分子が本当

にアジサイガク片に存在し、花色を担うかどうかの証拠はありませんでした。 

今回、青色のアジサイガク片を-160 度で瞬間凍結し、その断面を低温-飛行時間型

二次イオン質量分析計注 4)（共同研究者の生命農学研究科 福島 和彦 教授が開発）で

測定しました。これは、凍結状態の組織表面から有機分子や無機物を飛ばして検出

し、その分布をイメージングするものです。その結果、青色の細胞だけから青色錯体

分子を検出することができました。アルミニウムイオンも同様に、組織の青色細胞の

部分だけに局在していました。試験管内で再現した青色錯体分子と同じものが組織

に存在したことにより、アジサイの青色発色機構を直接証明することができました。 

この研究成果は、平成 31 年 4 月 1 日付（日本時間 18 時）Scientific Reports
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